
新技術の概要

光渦のモード維持を可能とする光スイッチ

用途分野

特許情報

本技術のアピールポイント

第1および第2のトポロジカルフォトニック構造体と第1および第2のフォト
ニック構造体が接する構造であり、これらの境界に光渦伝搬を可能とする
トポロジカルエッジ状態が発現する。

トポロジカルシリコン光回路上に光渦モードを
維持したまま出力方向の切替可能な光スイッチ
の集積が可能になり、大容量データ伝送向けの
光渦通信技術の実用化に貢献する。
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トポロジカル光スイッチの素子構造例

信号光と制御光が領域Xに到達する際に同位相で
あればPort 1に信号光が出力され、逆位相であ
ればPort 2に信号光が出力される(外因的手法）

素子の構成要素であるトポロジカル結晶に
相変化等の機能を与え、機能の切り替えで特定
の伝送路を支配的にする(内因的手法）

トポロジカル光スイッチ実現のアプローチ
1. トポロジカル結晶の外側で制御（外因的）
2. トポロジカル結晶自体を制御（内因的）
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